
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：22－022） 

 

１ 日本財団の笹川会長は、訪日したウィップス大統領との会談で、パラオと

日本の強固な関係は、両国の経済を促進し安全保障を高めると発言した。笹川

会長はパラオの名誉市民で、長年にわたってパラオと親交を深めており、この

パートナーシップを発展させていきたいと話した。笹川会長は、特に太平洋地

域の地政学的な緊張を考えると、パラオは日本の安全保障にとって戦略的に重

要であると述べた。両国のパートナーシップは、平和の維持に貢献し、地域に

存在する両国の同盟国も支援することができる。ウィップス大統領は、笹川会

長の支援とサポートに感謝の意を示すとともに、今回の訪日目的の一つは、両

国間の直行便創設を促すことで、パラオの観光産業を再活性化し、人々の交流

を拡大することであると述べた。 

原文 

（13th September 2022, Island Times） 

 

２ 中国の調査船「Song Hang」が 8 月 17 日からパラオ北部 EEZ の北側のパラ

オとフィリピンの間のポケット公海を徘徊している。九州・パラオ海嶺の海域

での平行ジグザグパターンであることから海底調査活動とみられている。中国

は南シナ海で他国に属する岩礁を調査し、領有権を主張して軍事施設を建設し

たことがあるため、パラオ国家安全保障調整官のジェニファー・アンソン氏は、

この「いわゆる調査活動」は、この海域の地図を作成し、地名を付け、中国が

権利を主張する計画の一部であると懸念されると述べている。 

原文 

（13th September 2022, Island Times） 

 

３ 台湾は 12 台のデスクトップ PC を法務省公安局に引き渡した。引渡式には

センゲバウ副大統領（※兼法務大臣）、ジェシカ・リー在パラオ台湾大使、ア

グオン公安局長が参加した。センゲバウ副大統領は先月台湾を訪問して「刑事

事件における相互法的支援に関する協定」と「法医学支援に関する覚書」に署

名しており（SRO News22-020参照）、PCの寄贈は台湾とパラオの司法に関する

協力の第一歩となる。 

原文 

（16th September 2022, Island Times） 

 

４ マーシャル諸島は 2020年 2月 7日にデイビッド・カブア大統領が宣言した

「新型コロナに関する国家衛生緊急事態（State of Health Emergency for 

COVID19）」を 9月 15日に廃止すると発表した。 

https://islandtimes.org/president-whipps-delegation-meet-with-chairman-sasakawa-of-the-nippon-foundation-and-japan-palau-parliamentary-friendship-league/
https://islandtimes.org/chinas-ocean-research-raise-suspicions/
https://islandtimes.org/taiwan-handed-over-12-sets-of-desktopcomputer-to-the-bps-ministry-of-justice/


原文 

（16th September 2022, Marshall Islands Journal） 

 

５  国際海底機構（ International Seabed Authority）は、 The Metals 

Companyの子会社である Nauru Oceans Resources に対し、ハワイとメキシコの

間にある Clarion Clipperton Zone での調査採掘を許可した。今月後半から約

3,600 トンの多金属団塊が試掘収集され、2022 年第 4 四半期に終了が見込まれ

る。仏領ポリネシアでは先日、海底採掘プロジェクトの一時的な禁止を求める

意見書案が採決されたばかりで、グリーンピース・アオテアロアは、世界の指

導者たちに、深海採掘の一時的停止に向けて介入するよう呼びかけている。

（※SRO News22-013参照） 

原文 

（13th September 2022, PACNEWS） 

  

https://pina.com.fj/2022/09/13/anger-as-company-gets-go-ahead-to-mine-on-seafloor/


 


